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楽人東儀文均の交流関係から見えるもの
―弘化・嘉永年間の京都での動向から





















（文化 8 年・1811 ～明治 6 年・1873）は、南都方芝葛起の三男として生まれたが、
後に在京天王寺方 1）東儀家庶流の文信の跡を継ぎ東儀文均となった。この文均の日記に『楽所
日記』全 37 巻（国立国会図書館蔵）があり、天保 15 年から明治 5 年までの日記 30 巻と文均が
三方楽所を構成する京都方、南都方、天王寺方のそれぞれの楽所の統括責任職である老分職を








































恭は文化 2	（1805）年に 24 歳で亡くなる。その跡を在京東儀家別流第一庶流文幾次男の文信
のぶ
（文
























はないかと推測できる。なお、『楽所日記』巻 1 の天保 15 年 3 月の記事に、四辻家に提出すべく「家










文化 8（1811）　 1.25 1 誕生
文政 4（1821）　12.19 11 叙正六位下　　任右兵衛大志
文政 12（1829） 11.27 19 叙従五位下　転任大尉
天保 8（1837）　 9.27 27 叙従五位上
天保 15（1844）　5.6 34 任近江守
　そして、ここに改名の記事がないことからしても、11 歳の位記を授与された時点ではすでに
文均を名乗っていたと判断できる。さらに、筆者は未見であるが、文均の「門人帳」が存在し、






均は、文政 4 年には東儀姓となり文均を名乗っていたと判断できる。文化 14 年から文政 4 年ま
































































12）	天保 14（1843）年に 67 歳で没。
13）	磐千代の出生前にも、天保 14 年に出生した男児和千代がいた（天保 15 年 2 月 27 日条に「倅初誕生付




助が生まれている。『楽所日記』によると嘉永 4 年 7 月 4 日に男児、つまり為之助が誕生とあ
り、同 7 月 27 日には「三方及第」14）のために上京した南都方芝家本家葛房と第一庶流葛高に
「実家再興之儀」として、この次男に文均の実家である芝家の一家を継がせて再興することにつ
いて相談している。8 月 6 日には、このことについての南都方一統からの異議はないとの回答
を得て、文均は、楽奉行四辻家と実家再興に関する折衝を始めたらしい。9 月 2 日には、文均
より四辻家に実家再興の願書が提出され、以後、四辻家からは、芝家本家葛房からの書面も提




































































































20）	例として、文均の日記『楽所日記』弘化 3 年 10 月 11 日条には、「今般誓願寺仮入仏執行付楽頭より」
































23）	文均の日記の例でみると、弘化 2 年 3 月 26 日条に、「午後、本法寺大運院へ合奏稽古、勢州（この時
点では頼玄の先代である如寿）、文均、廣篤」と記載され、この日は三管の師家全員がそろって稽古に
出向いている。同 4 月 8 日条には「午後、本法寺真造院合奏稽古、勢州同道」とあり、笙の廣篤を欠
くこともあったようであるが、基本的に本法寺に稽古に出向くときは合奏稽古とあり、師家はそろっ
て参加したようである。ただし、この後、弘化 2 年 7 月 27 日、8 月 11 日、8 月 26 日、11 月 6 日、弘
化 3 年の 4 月 12 日、4 月 13 日と合奏稽古の記述が続くが、これ以降は本法寺に稽古に出向いたという
記事は見当たらない。弘化 2 年には、本法寺尊陽院麗学、保昌院恵龍の入門があることから、この時















ないほどのものであったことは否定できない。たとえば、嘉永 5 年閏 2 月 29 日条には、この時の名古
屋での出張稽古関係での収入から京都に金 18 両を送金したとあり、さらに帰京の途中で津島に滞在中
の 3 月 2 日条には、「今日節季払、過日名護屋より金 10 両差登置候付」として、留守宅では対処でき
るだろうから大丈夫だろうと記載している。この 10 両は、閏 2 月 29 日に送金したものとは別であろ
うから、名古屋滞在中に合計 28 両を送金したことになる。28 両が文均にとってどれほどの価値があっ










化 2（1845）年 2 月に四辻家より三方楽所に対して再興を申し渡されたもので、四辻家による
楽人の演奏技術の公的なチェックの場であったといえる。この再興の申し渡しの際には、四辻










＊当日演奏すべき曲は 7 曲、30 名以下で演奏を担当し、打物に各一人が出ること







組 京都方 南都方（在南も含む） 天王寺方（在天も含む）












二番 9 人 10 人 9 人
















　しかし、文化 5 年 12 月の記録 32）には、「三方及第」を受験しないものは、節会、舞御覧への
出仕を停止するという措置が講じられ、さらには、楽所領からの家領米も支給しないなどの制




































33）	註 5、註 18 に挙げた拙稿による。













であった三河西尾の新家家を文均が弘化 2 年 5 月から 6 月にかけて滞在し稽古を行った際の記録にそ
れがある。文均は、6 月 9 日条に新家家での稽古の謝儀を受け取った際に、当主である新家筑後守に横






















で前後する、あるいは中止となることはあっても、基本的には 4 日、9 日、14 日、19 日、24


















































は、山本梅逸門人の展観が実施されて、これを文均は「見物」に行っている（弘化 3 年 1 月 28
日条）。つまり、国学や画の分野でもつながりがある人物同士が同時に楽の仲間であるという交
て 24 名の定員枠以外のメンバーとしてこれに参加している。




































　これらに追加される形で増えた拠点が嶋田家である。文均の『楽所日記』弘化 3 年 4 月 15 日
条に、「水嶋氏、嶋田同道にて初めて来る」とする記事があり、その際に嶋田が肴料 50 疋を差
し出している。ここから、文均と嶋田家の関係形成には、山本梅逸ともつながっていた水嶋永
政が関わっていたと理解できる。この記事の前、『楽所日記』同年 2 月 29 日条によれば、文均
は、水嶋、嶋田、円山というメンバーで嵐山に花見に出かけている。この記事が、文均の日記
に嶋田が登場する初出であり、この時に、水嶋が嶋田と文均を引き合わせたのではないかと推
測され、その後、4 月 15 日になって、嶋田が文均自宅を訪問し肴料を持参していると理解でき
















この嶋田が嶋田弥三郎であることが分かる 40）。さらに、同じ嘉永 3 年から、鳩居堂の熊谷氏も
文均の指導を受けるようになっており 41）、この嶋田家と熊谷家の間にも、楽を通してのつなが












































た。また、嘉永 2 年 5 月 29 日のお信殿逝去の記事から、梅宮社橋本和泉守の妻は、文静の姉で
あったことが確認できる。文静の姉の嫁ぎ先である梅宮社に関する記事は文均の『楽所日記』





































































たとすれば、天保 10 年の時点で養父であった文暉は 63 歳、その嫡男文静はいまだ 16 歳であ
る。文暉家は、東儀家の京都における本家であるから、素人弟子に対する教授権を保持してい
たことは確実であるし、文均の『楽所日記』にも、河州、つまり、文静家で「素人楽会」が開





































のであり、今回の調査対象とした弘化・嘉永年化の範囲では、嘉永 3 年 5 月 8 日に「『三五要
略』写畢」、	同 9 日に「『仁智要略』写始」、嘉永 6 年 5 月 8 日に『群書類従楽部』13 冊を餞別




















52）	例としては、嘉永 4 年 8 月 1 日条に「文静、忠彦、久嘉、筝入門之儀申込置候事」とあり、嘉永 6 年








　すでにみた素人社中のメンバーと関わるものとしては、天保 15 年 3 月 11 日条の「福田へ古
事記回読に参る」とする記事がある。『古事記』に関する記事はこの 1 回のみであるが、自身の
楽の弟子であった国学者福田美楯のもとで、文均も『古事記』を学ぼうとしたことがあったこ























































一か所ある。嘉永 5 年 12 月 5 日条に、山本梅逸老人七十賀煎茶会に参加したこと、嘉永 4 年























音楽楽的アプローチ」平成 29 年度第三回研究会（平成 30 年 3 月 19 日）における口頭発表に基づくもので
ある。当日、貴重なご教示、ご指摘およびご意見を賜った研究会のメンバーに御礼申し上げます。




Interaction between Togi Fuminari and his disciples in 
Kyoto during the mid-1800s
 The gagaku musicians of the so-called sanpo-gakuso not only performed the music for the rituals 
of the Imperial Palace and the Edo Shogunate but also gagaku music accompanying religious 
ceremonies. Furthermore, as already discussed, they also provided guidance to laymen who did not 
play the music as profession. The significance of the guidance activities is not for economic benefit 
alone. It should be noted that there were also profits for the musicians from the amateurs they targeted 
for practice. In order to understand what benefits the musicians had or how they affected form their 
disciple, it is necessary to know what kinds of people were subject to their practice. By investigating 
the diary of Togi Fuminari, a Gagaku musician of this era, we will understand that many of the disciples 
were experts in the field of cultural activities other than music, and thus, we would be conscious of the 
possibility that musicians who are leaders conversely learned something from their disciples. It is 
worth noting that the circulation of such knowledge and culture was formed within the gagaku 
performance circle of the Edo period.












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Interaction between Togi Fuminari and his disciples in Kyoto during the mid-1800s
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